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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

訪問調査日 平成30年3月25日

基本情報リンク先

新潟県三条市石上２－１５－１所在地

評価結果市町村受理日平成30年２月28日

はあとふるあたごグループホーム三条

自己評価及び外部評価結果

1570400752

法人名 株式会社はあとふるあたご

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 出来る限り家庭的な雰囲気を残しながら、毎日が穏やかに安心して過ごせるように配慮している。ま
た、認知症発症前には自由にしていた、調理や外出、入浴なども、可能な限り支援している。
グループホームの入居者にだけでなく、地域の認知症者やその家族等支援者に向け、認知症カフェや
認知症お仕事ボランティア（在宅介護中の認知症の方がボランティアとしてグループホームで役割を持
つ取り組み）等、積極的に地域に専門性を用いて貢献している。また、今年度からの取り組みで、元気
な高齢者（５５歳以上）のボランティアさんのホームでの活躍の場として、提供している。

○地域に開かれた事業所の取り組みについて
　事業所は閑静な住宅地の一角にある。周辺には美容室や喫茶店、病院等が徒歩圏内にあ
り、日常の散歩等で挨拶が行ないやすい環境である。開設してから今年で１５年目を迎え、時
代の移り変わりに対応した地域の多様な福祉ニーズに応えながら事業が展開されている。地
域コミュニテイへの参加、認知症カフェ「おひさま喫茶」の開催、「認知症対応ボランティアデ
ビュー」講座の実施等、市のボランティアコーディネーターとの協力の下、地域に必要な人材
の育成に力を注いでいる。事業所のもつ専門的な認知症の理解やその人らしさを尊重した対
応のしかた等を、地域に情報提供していくことに取り組んでいる。

○「自分らしい生活」を尊重した支援について
　職員は、事業所が利用者にとって家庭の延長のように安心できる場所でありたいと、日常の
中に楽しみを見出しながら、その人に合った生活が送れるよう支援することを心がけている。
「人となり」を知る手掛かりとして、センター方式のアセスメント用紙を活用し、利用者の思いや
情報の把握に努めている。利用者は職員と一緒に調理や畑仕事、買い物等、日常の中でそ
の持てる力や人生で培った知恵や技術を発揮し、充実した生活を送ることができている。職
員も利用者が日常の中に「楽しい」を見いだせるよう取り組み、利用者の笑顔や反応を喜び
に感じながら、思いや意向を大切にしたケアを実践している。

○運営推進会議の取り組みについて
　運営推進会議は、利用者・家族や地域の関係機関等、内部のみならず外部の様々なメン
バーの参加を得て連携が図られている。会議では事業所からの報告と共にサービスの実際
について協議検討され、参加メンバーから意見をもらいながらサービス向上に反映させてお
り、関係機関や地域と共に高齢者の住み慣れた地域での暮らしを支えていこうと積極的に取
組んでいる。
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